
こ
な
た
へ
御
入
候
へ
。
な
う
な
う
こ
れ
こ
そ
龍
田
の
明
神
に
て
御
入
り
候
へ
。

さ
て
は
こ
れ
な
る
が
龍
田
の
明
神
に
て
御
座
候
ひ
け
る
ぞ
や
。
面
白
や
頃
は
霜
降

月
な
れ
ば
。
木
々
の
梢
も
冬
枯
れ
て
。
気
色
寂
し
き
社
頭
の
御
垣
に
。
盛
な
る
紅

葉
一
本
見
え
た
り
。
こ
れ
は
御
神
木
に
て
候
か
。

さ
ん
候
当
国
三
輪
明
神
の
御
神
木
は
杉
な
り
。
当
社
は
紅
葉
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
。

紅
色
に
愛
で
給
ふ
に
よ
っ
て
。
紅
葉
を
御
神
体
と
も
崇
め
参
ら
せ
候
。

有
難
や
我
国
々
を
廻
り
。
今
日
は
此
の
御
社
に
参
る
事
の
有
難
さ
よ
。
和
光
同
塵

は
結
縁
の
始
。
八
相
成
道
は
利
物
の
終
。

下
紅
葉
塵
に
交
は
る
神
慮
。
和
光
の
影
の
色
添
へ
て
我
等
を
守
り
給
へ
や
。
殊
更

に
此
度
は
。
殊
更
に
此
度
は
。
幣
取
り
敢
へ
ぬ
折
な
る
に
。
心
し
て
吹
け
嵐
。
紅

葉
を
幣
の
神
慮
。
神
寂
び
心
も
澄
み
渡
る
。
龍
田
の
峯
は
ほ
の
か
に
て
。
川
音
も

猶
冱
え
増
る
夕
暮
れ
。
い
ざ
宮
廻
始
め
ん
と
て
。
名
に
お
う
龍
田
山
。
同
じ
翳
し

の
榊
葉
を
。と
り
ど
り
に
少
女
子
が
。裳
裾
を
は
へ
て
袖
を
翳
し
。運
ぶ
歩
み
の
数
々

に
。
度
重
な
る
と
見
る
程
に
。
不
思
議
や
な
今
ま
で
は
唯
巫
と
見
え
つ
る
が
。
我

は
真
は
此
の
神
の
。
龍
田
姫
は
我
な
り
と
。
名
宣
り
も
敢
へ
ず
御
身
よ
り
光
を
放

ち
て
。
紅
の
袖
を
打
被
き
。
社
壇
の
扉
を
押
し
開
き
。
御
殿
に
入
ら
せ
給
ひ
け
り
。

御
殿
に
入
ら
せ
給
ひ
け
り
。

神
の
御
前
に
通
夜
を
し
て
。
神
の
御
前
に
通
夜
を
し
て
。
あ
り
つ
る
誥
を
待
た
ん

と
て
。
袖
を
片
敷
き
臥
し
に
け
り
。
袖
を
片
敷
き
臥
し
に
け
り
。

神
は
非
礼
を
受
け
給
は
ず
。
水
上
清
し
や
龍
田
の
川
。

御
殿
頻
り
に
鳴
動
し
て
。
宜
禰
が
鼓
も
声
々
に
。

有
明
の
月
。
燈
火
の
光
。

和
光
同
塵
お
の
づ
か
ら
。
光
も
朱
の
玉
垣
か
か
や
き
て
。
あ
ら
た
に
御
神
体
現
れ

た
り
。

我
神
代
よ
り
此
方
。
此
の
秋
津
洲
に
地
を
占
め
て
。
君
を
守
り
の
御
鉾
を
守
護
し
。

御
代
の
光
も
天
照
る
や
。
紅
葉
の
色
も
八
葉
の
刃
。
即
ち
鉾
の
刃
先
な
る
べ
し
。

刃
の
験
僧
の
法
味
に
引
か
れ
て
。
夜
半
に
実
燈
明
ら
か
な
り
。

そ
も
そ
も
瀧
祭
の
御
神
と
は
即
ち
当
社
の
御
事
な
り
。
昔
天
祖
の
詔
。
末
明
ら
か

な
る
御
国
と
か
や
。

然
れ
ば
当
国
寶
山
に
至
り
。

天
地
治
ま
る
御
代
の
恵
。
民
安
全
に
豊
な
る
も
。
偏
に
当
社
の
御
故
な
り
。

梢
の
秋
の
四
方
の
色
。

千
秋
の
御
影
目
前
た
り
。
年
毎
に
も
み
ぢ
葉
流
る
龍
田
川
。
湊
や
秋
の
泊
な
る
。

山
も
動
ぜ
ず
。
海
辺
も
波
静
か
に
て
。
楽
し
み
の
み
の
秋
の
色
。
名
こ
そ
龍
田
の

山
風
も
静
な
り
け
り
。
然
れ
ば
代
々
の
歌
人
も
心
を
染
め
て
も
み
ぢ
葉
の
。
龍
田

の
山
の
朝
霞
。
春
は
紅
葉
に
あ
ら
ね
ど
も
。
た
だ
紅
色
に
愛
で
給
へ
ば
。
今
朝
よ

り
は
龍
田
の
桜
色
ぞ
濃
き
。
夕
日
や
花
の
時
雨
な
る
ら
ん
と
。
詠
み
し
も
紅
に
心

を
染
め
し
詠
歌
な
り
。

神
南
の
三
室
の
岸
や
崩
る
ら
ん
。

龍
田
の
川
の
水
は
濁
る
と
も
。
和
光
の
影
は
明
ら
け
き
真
如
の
月
は
猶
照
る
や
。

龍
田
川
紅
葉
乱
れ
し
跡
な
れ
や
。
古
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錦
の
み
今
は
氷
の
下
紅
葉
。
あ
ら
美
し
や

色
々
の
。
紅
葉
襲
の
薄
氷
。
渡
ら
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紅
葉
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氷
も
。
重
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中
絶
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。
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。
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。
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。
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の
龍
田
の
。
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の
御
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に
。

神
の
御
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に
。
散
る
は
も
み
ぢ
葉
。

即
ち
神
の
幣
。

龍
田
の
山
風
の
時
雨
降
る
音
は
。

颯
々
の
鈴
の
声
。
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や
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波
は
。
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。
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も
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国
。
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。
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法
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納
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ん
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六
十
余
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。
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。
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。
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。
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。
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う
其
の
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。
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。
心
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無
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龍

田
川
を
渡
り
給
は
ば
。
神
慮
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い
か
が
あ
り
ぬ
べ
き
と
。
思
へ
ば
か
や
う
に
申
す

な
り
。
こ
れ
は
名
に
お
ふ
龍
田
川
。
心
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く
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渡
り
給
は
ば
。
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と
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と
の
中

や
絶
え
な
ん
。
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案
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て
渡
り
給
へ
。

げ
に
今
思
ひ
出
し
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り
。
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田
川
紅
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乱
れ
て
流
る
め
り
。
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ば
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中
谷
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と
の
。
古
歌
の
心
を
思
へ
と
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。

な
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な
か
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こ
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葉
の
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。
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葉
と
申
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も
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と
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心
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。

げ
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に
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。
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其
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紅
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は
帝
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製
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其
の
後
は
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。
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。

ワ
・
ワ
連

ワ
キ

ワ
・
ワ
連

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

同
音

シ
テ

ワ
キ

龍
田
川
紅
葉
乱
れ
て

流
る
め
り
（
古
今
集

　
読
み
人
知
ら
ず
　

ま
た
奈
良
の
帝
の
御

歌
と
も
）

家
隆
＝
藤
原
家
隆

（
新
古
今
集
の
撰
者

の
一
人
）

龍
田
川
紅
葉
を
閉
ず

る
薄
氷
　
渡
ら
ば
そ

れ
も
中
や
絶
え
な
ん

　

前
シ
テ
・
龍
田
明
神
の
巫
女
　
　
後
シ
テ
・
龍
田
姫

ワ
キ
・
旅
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
キ
連
・
従
僧

龍
田

登
場
人
物

詞
章



こ
な
た
へ
御
入
候
へ
。
な
う
な
う
こ
れ
こ
そ
龍
田
の
明
神
に
て
御
入
り
候
へ
。

さ
て
は
こ
れ
な
る
が
龍
田
の
明
神
に
て
御
座
候
ひ
け
る
ぞ
や
。
面
白
や
頃
は
霜
降

月
な
れ
ば
。
木
々
の
梢
も
冬
枯
れ
て
。
気
色
寂
し
き
社
頭
の
御
垣
に
。
盛
な
る
紅

葉
一
本
見
え
た
り
。
こ
れ
は
御
神
木
に
て
候
か
。

さ
ん
候
当
国
三
輪
明
神
の
御
神
木
は
杉
な
り
。
当
社
は
紅
葉
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
。

紅
色
に
愛
で
給
ふ
に
よ
っ
て
。
紅
葉
を
御
神
体
と
も
崇
め
参
ら
せ
候
。

有
難
や
我
国
々
を
廻
り
。
今
日
は
此
の
御
社
に
参
る
事
の
有
難
さ
よ
。
和
光
同
塵

は
結
縁
の
始
。
八
相
成
道
は
利
物
の
終
。

下
紅
葉
塵
に
交
は
る
神
慮
。
和
光
の
影
の
色
添
へ
て
我
等
を
守
り
給
へ
や
。
殊
更

に
此
度
は
。
殊
更
に
此
度
は
。
幣
取
り
敢
へ
ぬ
折
な
る
に
。
心
し
て
吹
け
嵐
。
紅

葉
を
幣
の
神
慮
。
神
寂
び
心
も
澄
み
渡
る
。
龍
田
の
峯
は
ほ
の
か
に
て
。
川
音
も

猶
冱
え
増
る
夕
暮
れ
。
い
ざ
宮
廻
始
め
ん
と
て
。
名
に
お
う
龍
田
山
。
同
じ
翳
し

の
榊
葉
を
。と
り
ど
り
に
少
女
子
が
。裳
裾
を
は
へ
て
袖
を
翳
し
。運
ぶ
歩
み
の
数
々

に
。
度
重
な
る
と
見
る
程
に
。
不
思
議
や
な
今
ま
で
は
唯
巫
と
見
え
つ
る
が
。
我

は
真
は
此
の
神
の
。
龍
田
姫
は
我
な
り
と
。
名
宣
り
も
敢
へ
ず
御
身
よ
り
光
を
放

ち
て
。
紅
の
袖
を
打
被
き
。
社
壇
の
扉
を
押
し
開
き
。
御
殿
に
入
ら
せ
給
ひ
け
り
。

御
殿
に
入
ら
せ
給
ひ
け
り
。

神
の
御
前
に
通
夜
を
し
て
。
神
の
御
前
に
通
夜
を
し
て
。
あ
り
つ
る
誥
を
待
た
ん

と
て
。
袖
を
片
敷
き
臥
し
に
け
り
。
袖
を
片
敷
き
臥
し
に
け
り
。

神
は
非
礼
を
受
け
給
は
ず
。
水
上
清
し
や
龍
田
の
川
。

御
殿
頻
り
に
鳴
動
し
て
。
宜
禰
が
鼓
も
声
々
に
。

有
明
の
月
。
燈
火
の
光
。

和
光
同
塵
お
の
づ
か
ら
。
光
も
朱
の
玉
垣
か
か
や
き
て
。
あ
ら
た
に
御
神
体
現
れ

た
り
。

我
神
代
よ
り
此
方
。
此
の
秋
津
洲
に
地
を
占
め
て
。
君
を
守
り
の
御
鉾
を
守
護
し
。

御
代
の
光
も
天
照
る
や
。
紅
葉
の
色
も
八
葉
の
刃
。
即
ち
鉾
の
刃
先
な
る
べ
し
。

刃
の
験
僧
の
法
味
に
引
か
れ
て
。
夜
半
に
実
燈
明
ら
か
な
り
。

そ
も
そ
も
瀧
祭
の
御
神
と
は
即
ち
当
社
の
御
事
な
り
。
昔
天
祖
の
詔
。
末
明
ら
か

な
る
御
国
と
か
や
。

然
れ
ば
当
国
寶
山
に
至
り
。

天
地
治
ま
る
御
代
の
恵
。
民
安
全
に
豊
な
る
も
。
偏
に
当
社
の
御
故
な
り
。

梢
の
秋
の
四
方
の
色
。

千
秋
の
御
影
目
前
た
り
。
年
毎
に
も
み
ぢ
葉
流
る
龍
田
川
。
湊
や
秋
の
泊
な
る
。

山
も
動
ぜ
ず
。
海
辺
も
波
静
か
に
て
。
楽
し
み
の
み
の
秋
の
色
。
名
こ
そ
龍
田
の

山
風
も
静
な
り
け
り
。
然
れ
ば
代
々
の
歌
人
も
心
を
染
め
て
も
み
ぢ
葉
の
。
龍
田

の
山
の
朝
霞
。
春
は
紅
葉
に
あ
ら
ね
ど
も
。
た
だ
紅
色
に
愛
で
給
へ
ば
。
今
朝
よ

り
は
龍
田
の
桜
色
ぞ
濃
き
。
夕
日
や
花
の
時
雨
な
る
ら
ん
と
。
詠
み
し
も
紅
に
心

を
染
め
し
詠
歌
な
り
。

神
南
の
三
室
の
岸
や
崩
る
ら
ん
。

龍
田
の
川
の
水
は
濁
る
と
も
。
和
光
の
影
は
明
ら
け
き
真
如
の
月
は
猶
照
る
や
。

龍
田
川
紅
葉
乱
れ
し
跡
な
れ
や
。
古
は
錦
の
み
今
は
氷
の
下
紅
葉
。
あ
ら
美
し
や

色
々
の
。
紅
葉
襲
の
薄
氷
。
渡
ら
ば
紅
葉
も
氷
も
。
重
ね
て
中
絶
ゆ
べ
し
や
い
か

で
今
は
渡
ら
ん
。

さ
る
程
に
夜
神
楽
の
。

さ
る
程
に
夜
神
楽
の
。
時
移
り
頃
去
り
て
。
宜
禰
が
鼓
も
数
至
り
て
月
も
霜
も
白

和
幣
。
振
り
上
げ
て
声
澄
む
や
。

謹
上

再
拝

久
堅
の
月
も
落
ち
来
る
瀧
祭
。

浪
の
龍
田
の
。

神
の
御
前
に
。

神
の
御
前
に
。
散
る
は
も
み
ぢ
葉
。

即
ち
神
の
幣
。

龍
田
の
山
風
の
時
雨
降
る
音
は
。

颯
々
の
鈴
の
声
。

立
つ
や
川
波
は
。

そ
れ
ぞ
白
木
綿
。

神
風
松
風
吹
き
乱
れ
吹
き
乱
れ
も
み
ぢ
葉
散
り
飛
ぶ
木
綿
附
鳥
の
。
禊
も
幣
も
翻

る
小
忌
衣
。
謹
上
再
拝
再
拝
再
拝
と
。
山
下
草
木
国
土
治
り
て
神
は
上
が
ら
せ
給

ひ
け
り
。

教
の
道
も
秋
津
国
。
教
の
道
も
秋
津
国
。
数
有
る
法
を
納
め
ん

こ
れ
は
六
十
余
州
に
御
経
を
納
む
る
聖
に
て
候
。
我
此
程
は
南
都
に
候
ひ
て
。
御

経
を
納
め
申
し
て
候
。
又
こ
れ
よ
り
河
内
の
国
へ
と
急
ぎ
候
。

古
き
名
の
奈
良
の
都
を
立
ち
出
て
。
奈
良
の
都
を
立
ち
出
て
。
有
明
残
る
雲
間
の
。

西
の
大
寺
を
よ
そ
に
見
て
。
は
や
暮
れ
過
ぎ
し
秋
篠
や
。
外
山
の
紅
葉
名
に
残
る
。

龍
田
の
川
に
着
き
に
け
り
。
龍
田
の
川
に
着
き
に
け
り
。

急
ぎ
候
程
に
。
こ
れ
は
は
や
龍
田
川
に
着
き
て
候
。
此
の
川
を
渡
り
龍
田
の
明
神

へ
参
ら
ば
や
と
思
ひ
候
。

な
う
な
う
其
の
川
な
渡
り
給
ひ
そ
。

不
思
議
や
な
こ
の
川
な
渡
り
そ
と
呼
ば
は
る
方
を
見
れ
ば
。
向
ひ
に
女
の
候
が
申

し
候
。

暫
く
休
ら
い
給
へ
申
す
べ
き
事
の
候
。

こ
れ
は
六
十
余
州
に
御
経
を
納
む
る
聖
に
て
候
が
。
此
の
川
を
渡
り
龍
田
の
明
神

へ
参
ら
ん
と
思
ひ
候
所
に
。
何
と
て
此
の
川
な
渡
り
そ
と
は
承
り
候
ぞ
。

さ
れ
ば
こ
そ
神
に
参
り
給
ふ
は
。
神
慮
に
遇
は
ん
為
な
り
。
心
も
無
く
て
此
の
龍

田
川
を
渡
り
給
は
ば
。
神
慮
も
い
か
が
あ
り
ぬ
べ
き
と
。
思
へ
ば
か
や
う
に
申
す

な
り
。
こ
れ
は
名
に
お
ふ
龍
田
川
。
心
も
無
く
て
渡
り
給
は
ば
。
神
と
人
と
の
中

や
絶
え
な
ん
。
よ
く
よ
く
案
じ
て
渡
り
給
へ
。
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に
今
思
ひ
出
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り
。
龍
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紅
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乱
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て
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め
り
。
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え
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め
り
。
渡
ら
ば
錦
中
谷
絶
え

な
ん
と
の
。
古
歌
の
心
を
思
へ
と
や
。

な
か
な
か
の
こ
と
此
の
歌
は
。
紅
葉
の
水
に
散
り
浮
き
て
。
錦
を
張
れ
る
如
く
な

れ
ば
。
渡
ら
ば
錦
中
や
絶
え
な
ん
と
な
り
さ
り
な
が
ら
。
尚
々
深
き
心
有
り
。
紅

葉
と
申
す
も
当
社
の
神
体
。神
の
畏
れ
も
有
る
べ
け
れ
ば
と
。戒
め
給
ふ
心
も
有
り
。

げ
に
げ
に
そ
れ
は
さ
る
事
な
れ
ど
も
今
は
は
や
。
紅
葉
の
頃
も
時
過
ぎ
て
。
川
の

面
も
薄
氷
に
て
。
立
つ
波
ま
で
も
見
え
ぬ
な
り
。
許
さ
せ
給
へ
渡
り
て
行
か
ん
。

い
や
い
や
尚
も
御
科
有
り
。
渡
ら
ば
中
の
絶
え
ん
こ
と
。
紅
葉
の
錦
に
限
る
べ
か

ら
ず
。
凍
れ
る
時
も
龍
田
川
。
渡
ら
ば
氷
の
中
絶
え
ん
と
の
。
其
の
戒
も
有
る
も

の
を
。

不
思
議
や
紅
葉
の
錦
な
ら
で
。
氷
に
も
亦
中
絶
え
ん
と
の
。
謂
は
れ
は
如
何
な
る

事
や
ら
ん
。

紅
葉
の
歌
は
帝
の
御
製
。又
其
の
後
は
家
隆
の
歌
に
。龍
田
川
紅
葉
を
閉
づ
る
薄
氷
。

渡
ら
ば
そ
れ
も
中
や
絶
え
な
ん
と
。
か
よ
う
に
重
ね
て
詠
み
た
れ
ば
。
必
ず
紅
葉

に
限
る
べ
か
ら
ず
。

氷
に
も
中
絶
ゆ
る
名
の
龍
田
川
。中
絶
ゆ
る
名
の
龍
田
川
。錦
織
り
か
く
神
無
月
の
。

冬
川
に
な
る
ま
で
も
。
紅
葉
を
閉
づ
る
薄
氷
を
。
情
な
や
中
絶
え
て
。
渡
ら
ん
人

は
心
な
や
。
さ
な
き
だ
に
危
き
は
薄
氷
を
履
む
理
の
。
譬
も
今
に
知
ら
れ
た
り
。

譬
も
今
に
知
ら
れ
た
り
。

妾
は
龍
田
の
明
神
の
巫
に
て
候
程
に
。
明
神
へ
御
参
り
候
は
ば
御
道
し
る
べ
申
し

候
べ
し
。

さ
ら
ば
御
供
申
さ
う
ず
る
に
て
候
。
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